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い
わ
れ
る
（
注
１
）。
戦
国
時
代
、
信
濃

の
大
部
分
は
甲
斐
の
武
田
氏
に
支
配
さ
れ

て
お
り
、
武
田
信
玄
が
兵
糧
を
現
地
調
達

す
る
た
め
味
噌
づ
く
り
（
塩
の
備
蓄
）
を

信
州
各
地
で
奨
励
し
た
た
め
普
及
し
た
。

小
諸
市
の
信
州
味
噌
㈱
（
創
業
１
６
７
４

年
）
も
３
４
６
年
の
歴
史
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
小
諸
は
古
く
か
ら
醸
造

業
が
発
達
し
て
き
た
。
冷
涼
な
気
象
が
要

因
と
い
わ
れ
る
。
ワ
イ
ン
も
醸
造
業
で
あ

る
。
マ
ン
ズ
ワ
イ
ン
の
立
地
は
、「
降
水
量

が
少
な
く
、
一
年
を
通
し
て
陽
光
が
降
り

注
ぐ
地
で
あ
り
、
ワ
イ
ン
造
り
に
最
適
な

地
と
し
て
選
ん
だ
」
と
現
代
的
説
明
で
あ

る
が
、
味
噌
醸
造
業
の
ル
ー
ツ
の
地
で
あ

り
、ワ
イ
ナ
リ
ー
立
地
は
神
の
啓
示
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
小
諸
は
テ
ロ
ワ
ー
ル

を
肌
で
感
じ
る
地
だ
（
表
１
参
照
）。

小
諸
は
、
江
戸
時
代
に
江
戸
と
越
中
・

越
後
を
結
ぶ
北
国
街
道
の
宿
場
町
で
、
街

道
が
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
古
く
は
東
信
地
方
の
商
業
の
中
心
と

し
て
栄
え
た
。
し
か
し
明
治
４
年
、
廃
藩

置
県
で
長
野
が
県
庁
所
在
地
と
な
っ
た
こ

と
に
伴
い
県
庁
に
近
い
上
田
に
拠
点
機
能

は
シ
フ
ト
し
、
さ
ら
に
１
９
９
７
年
、
長

野
新
幹
線
佐
久
平
駅
の
開
設
に
伴
い
、
北

佐
久
地
方
の
拠
点
都
市
機
能
は
移
っ
て

い
っ
た
。
し
か
し
、
小
諸
市
は
昔
の
栄
華

が
残
り
、今
も
水
準
の
高
い
都
市
で
あ
る
。

旧
追
分
宿
の
外
れ
中
山
道
と
北
国
街
道

信
州
小
諸
と
い
う
と
、「
小
諸
な
る
古

城
の
ほ
と
り
～
」（
島
崎
藤
村
）
や
「
小

諸
出
て
み
よ　

浅
間
の
上
に
～
」（
小
諸

馬
子
唄
）
を
思
い
出
す
。
小
諸
市
は
浅
間

山
麓
の
南
斜
面
、
千
曲
川
の
上
流
域
に
位

置
す
る
。
マ
ン
ズ
ワ
イ
ン
小
諸
ワ
イ
ナ

リ
ー
は
こ
の
地
に
立
地
し
て
い
る
（
１
９

７
３
年
開
設
）。
醤
油
大
手
の
キ
ッ
コ
ー

マ
ン
が
親
会
社
で
あ
る
。

長
野
県
東
部
（
東
信
地
区
）、
北
佐
久

地
方
の
小
諸
市
は
、
古
く
か
ら
醸
造
業
が

発
達
し
て
い
る
。
信
州
味
噌
は
全
国
味
噌

生
産
量
の
約
５
割
を
占
め
る
が
、
信
州
味

噌
の
ル
ー
ツ
は
隣
の
佐
久
市
の
安
養
寺
と
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叶 芳和

雨
が
多
く
、ブ
ド
ウ
に
不
利
な
日
本
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
（
気
候
風
土
）
を
克
服
す
る
た
め
レ
イ
ン
カ
ッ
ト
方
式
を
開
発
し
、

全
国
に
普
及
し
た
。
品
質
追
求
の
栽
培
技
術
開
発
の
た
め
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
あ
る
。
陽
光
が
降
り
注
ぐ
冷
涼
な
地
、
気

候
、
土
壌
、
人
が
そ
ろ
っ
た
東
信
地
方
に
立
地
し
た
セ
ン
ス
が
光
る
。
世
界
に
誇
る
ワ
イ
ン
造
り
を
目
指
し
て
い
る
。

品
質
優
先
・
コ
ス
ト
犠
牲
の
栽
培
技
術

日
本
の
風
土
に
根
差
し
た
ワ
イ
ン

マ
ン
ズ
ワ
イ
ン
小
諸
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
長
野
県
小
諸
市
）

日
本
ワ
イ
ン
比
較
優
位
産
業
論　

現
地
ル
ポ　
第
19
回

農業は農業は

になった！になった！

先進国型産業

39
1

上
田
・
佐
久
地
方
の
テ
ロ
ワ
ー
ル

―
―
醸
造
業
発
展
（
信
州
味
噌
）
の
ル
ー
ツ
の
地
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農業は先進国型産業になった！
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に
昔
か
ら
伝
わ
る
在
来
種
、
日
本
固
有
品

種
の「
善
光
寺
」（
別
名「
竜
眼
」）で
あ
る
。

や
が
て
「
善
光
寺
」
か
ら
高
品
質
の
ワ

イ
ン
が
造
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
、
上
田

市
塩
田
地
区
に
契
約
栽
培
地
が
設
け
ら

れ
、
さ
ら
に
73
年
に
は
小
諸
ワ
イ
ナ
リ
ー

を
開
設
、
そ
の
周
辺
に
契
約
栽
培
地
が
広

げ
ら
れ
た
。
小
諸
工
場
の
敷
地
内
に
あ
る

日
本
庭
園
「
万
酔
園
」
に
は
、
長
野
市
郊

外
か
ら
移
植
し
た
、
善
光
寺
ブ
ド
ウ
の
樹

齢
１
０
０
年
を
超
え
る
原
木
が
今
も
枝
ぶ

り
よ
く
茂
っ
て
い
る
（
今
年
で
樹
齢
１
０

７
年
）。
絶
滅
し
か
け
て
い
た
「
善
光
寺
」

を
復
興
さ
せ
た
記
念
の
木
で
あ
る
（
今
も

穂
木
を
生
ん
で
い
る
）。

小
諸
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
、
こ
の
善
光
寺
ブ

ド
ウ
の
栽
培
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
（
甲
州

種
ブ
ド
ウ
と
同
じ
く
棚
栽
培
）。
し
か
し
、

88
年
10
月
、
大
雪
災
害
に
会
い
、
ブ
ド
ウ

棚
が
崩
れ
た
。
も
う
一
度
棚
を
作
り
直
し

て
善
光
寺
を
栽
培
す
る
か
、
そ
れ
と
も
、

欧
州
系
品
種
に
転
換
す
る
か
、
選
択
を
迫

ら
れ
た
。
同
社
は
既
に
80
年
代
前
半
か

ら
欧
州
系
品
種
の
栽
培
を
試
行
錯
誤
し
、

88
、
89
年
に
は
品
質
の
高
い
ブ
ド
ウ
が
で

き
て
い
た
の
で
、
欧
州
系
へ
の
転
換
を
選

択
し
、
90
年
か
ら
欧
州
系
品
種
の
植
栽
を

始
め
た
。

日
本
の
２
大
銘
醸
地
を
選
ん
だ

東
信
地
方
は
日
本
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

現
在
、
マ
ン
ズ
ワ
イ
ン
は
勝
沼
と
小
諸

の
２
産
地
体
制
で
あ
る
。
勝
沼
は
主
力
工

場
で
、
輸
入
原
料
も
扱
っ
て
い
る
大
規
模

工
場
で
あ
る
。
う
ち
国
産
ブ
ド
ウ
１
０

０
％
の
日
本
ワ
イ
ン
は
甲
州
、
マ
ス
カ
ッ

ト
・
ベ
ー
リ
ー
Ａ
を
中
心
に
仕
込
み
量
約

１
０
０
０
ｔ
（
約
１
０
０
万
本
）。
日
本

ワ
イ
ン
の
生
産
量
は
山
梨
県
で
は
ト
ッ
プ

で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
小
諸
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
プ

レ
ミ
ア
ム
ワ
イ
ン
路
線
で
あ
る
。
日
本
ワ

イ
ン
だ
け
を
生
産
し
、
同
社
の
ト
ッ
プ
ブ

ラ
ン
ド
「
ソ
ラ
リ
ス
」
シ
リ
ー
ズ
の
生
産

基
地
で
あ
る
。
生
産
規
模
は
仕
込
み
量
70

ｔ
（
50
㎘
、
７
５
０
㎖
換
算
約
６
万
６
０

０
０
本
）。

小
諸
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
自
社
管
理
畑
が
上

田
市
東
山
５
ha
、
小
諸
市
５
ha
、
長
和
町

５
ha
の
計
15

ha
（
す
べ
て
借
地
）、
契
約

栽
培
８
ha
（
小
諸
市
大
里
及
び
上
田
市
塩

田
）
で
あ
る
。
収
穫
量
は
23

ha
で
約
１
０

０
ｔ
で
あ
る
（
う
ち
約
30
ｔ
は
勝
沼
ワ
イ

ナ
リ
ー
へ
）。
良
い
ブ
ド
ウ
を
と
る
た
め
、

収
量
を
制
限
し
て
い
る
。

マ
ン
ズ
ワ
イ
ン
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ワ
イ
ン

「
ソ
ラ
リ
ス
」
は
、
２
０
０
１
年
の
初
リ

リ
ー
ス
以
来
、
数
々
の
受
賞
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
及

び
Ａ
Ｎ
Ａ
国
際
線
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
機

内
搭
載
、
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
夕
食
会
使
用
、

等
々
の
栄
誉
を
獲
得
し
て
き
た
（
注
２
）。

品
質
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
ソ
ラ

リ
ス
を
生
産
し
て
い
る
の
が
マ
ン
ズ
ワ
イ

ン
小
諸
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
あ
る
。

沿
革
を
見
る
と
、
マ
ン
ズ
ワ
イ
ン
㈱
は

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
の
多
角
化
の
一
環
と
し
て

誕
生
（
設
立
時
の
名
称
は
勝
沼
洋
酒
㈱
）、

１
９
６
２
年
に
山
梨
県
勝
沼
に
ワ
イ
ナ

リ
ー
を
開
設
し
た
。
当
時
の
社
長
が
加
工

専
用
種
の
ト
マ
ト
を
導
入
す
る
た
め
長
野

市
の
善
光
寺
近
辺
を
訪
れ
た
際
、
民
家
の

軒
先
に
立
派
な
ブ
ド
ウ
が
大
粒
の
実
を
た

わ
わ
に
実
ら
せ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
。

そ
の
ブ
ド
ウ
が
気
に
な
り
、
東
京
大
学
の

「
酒
の
博
士
」
坂
口
謹
一
郎
博
士
に
相
談

す
る
と
、「
い
い
ワ
イ
ン
が
で
き
る
と
思

う
か
ら
試
し
た
ら
ど
う
か
」
と
言
わ
れ
、

試
作
を
重
ね
た
。
そ
の
ブ
ド
ウ
が
奥
信
濃

2

ソ
ラ
リ
ス
銘
柄
の
産
地

―
―
世
界
に
誇
る
日
本
ワ
イ
ン
目
指
す
小
諸
ワ
イ
ナ
リ
ー

の
分
岐
（
分
去
れ
）
に
立
つ
と
、
時
代
の

今
昔
を
感
じ
る
。
左
が
中
山
道
、
右
が
北

国
街
道
。
左
の
道
は
車
が
ビ
ュ
ー
ビ
ュ
ー

音
を
立
て
て
走
り
道
路
を
渡
る
こ
と
も
で

き
な
い
。
一
方
、
右
側
の
道
は
た
ま
に
車

も
来
る
が
、
軽
井
沢
の
旧
ゴ
ル
フ
通
り
林

道
を
散
策
す
る
よ
う
な
静
け
さ
で
あ
る
。

加
賀
百
万
石
を
は
じ
め
幾
多
の
大
名
行

列
、
善
光
寺
参
り
、
そ
し
て
佐
渡
の
金
、

越
後
の
蝋ろ
う

、
塩
な
ど
物
流
で
賑
わ
っ
た
北

国
街
道
は
、
味
わ
い
が
あ
る
。

マ
ン
ズ
ワ
イ
ン
小
諸
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
、

こ
の
小
諸
市
に
立
地
し
て
い
る
。
冷
涼
な

気
象
で
醸
造
業
の
発
展
に
向
い
て
い
る
。

世
界
の
銘
醸
地
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
に
近
い
テ

ロ
ワ
ー
ル
の
東
信
地
方
を
選
ん
で
立
地
し

た
セ
ン
ス
が
光
る
。
軽
井
沢
の
隣
で
あ

り
、
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
も
最
適
な
の

で
あ
ろ
う
。
年
間
10
万
人
も
の
人
た
ち
が

訪
れ
る
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
訪
問
客
数
と
し
て

は
日
本
一
か
（
出
雲
大
社
詣
で
の
参
拝
客

の
受
け
皿
、
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
除
く
）。

ワ
イ
ン
へ
の
魅
力
が
高
ま
る
と
の
思
い
か

ら
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
側
も
訪
問
客
の
受
け
入

れ
に
積
極
的
で
あ
る
。

降水量
（㎜）

平均気温
（℃）

日照時間
（時間）

東
信
地
方

上田 890.8 11.9 2174.9

東御 979.6 9.3 2074.9

佐久 960.9 10.6 2059.5

軽井沢 1241.7 8.2 1968.8

北信 長野 932.7 11.9 1939.6

中信 松本 1031.0 11.8 2097.5

山梨県勝沼 1080.9 13.8 2163.6

東京 1528.8 15.4 1876.7

表１：長野県東信地方の気象条件

出所：気象庁データ。1981 ～ 2010年平均（30年間）

注
１
：

信
州
味
噌
の
始
ま
り
は
約
８
０
０
年
前
、

鎌
倉
時
代
で
あ
る
。
安
養
寺
は
中
国
（
宋

の
時
代
）
か
ら
帰
り
金
山
寺
味
噌
の
製

法
を
伝
え
味
噌
醸
造
の
始
祖
と
い
わ
れ

る
禅
僧
心し
ん

地ち

覚か
く

心し
ん

が
創
建
し
た
寺
で
あ

る
（
覚
心
は
現
松
本
市
の
出
身
）。
た
だ

し
、
味
噌
は
中
国
か
ら
伝
わ
り
、
奈
良

時
代
か
ら
あ
っ
た
よ
う
だ
。
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優
れ
た
ブ
ド
ウ
を
作
り
、
世
界
に
誇
れ

る
ワ
イ
ン
造
り
が
マ
ン
ズ
ワ
イ
ン
の
目
標

で
あ
る
。
そ
れ
を
目
指
し
て
、
気
候
を
選

び
、
土
壌
を
選
び
、
産
地
を
探
し
た
。
同

社
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
ブ
ド
ウ
と
そ
れ
を

育
む
太
陽
が
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
明
確
だ
。
同
社
の
理
念
に
ピ
ッ

タ
リ
と
思
わ
れ
る
（
写
真
参
照
）。

第
１
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
勝
沼
立
地
は
、
誰

が
考
え
て
も
順
当
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
勝

沼
が
日
本
の
ワ
イ
ン
産
業
の
発
祥
の
地
で

あ
り
、
最
大
の
集
積
地
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
ブ
ド
ウ
栽
培
に
最
適
な
テ
ロ
ワ
ー
ル

（
風
土
）
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

第
２
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
立
地
は
、
最
適
地

を
探
し
た
よ
う
だ
が
、
徹
底
調
査
を
し
て

小
諸
を
選
ん
だ
。表
１
に
示
し
た
よ
う
に
、

小
諸
の
あ
る
長
野
県
東
信
地
方
は
気
象
条

件
が
良
い（
気
象
観
測
所
は
上
田
、東
御
）。

全
国
的
に
見
て
も
、
東
信
地
方
は
降
雨
量

が
少
な
い
、
涼
し
い
、
日
照
時
間
が
長
い

な
ど
、
気
象
条
件
が
ブ
ド
ウ
栽
培
に
適
し

て
い
る
。
標
高
は
小
諸
６
５
０
～
７
０
０

ｍ
、
東
山
５
５
０
ｍ
。
土
壌
条
件
も
、
浅

間
山
麓
の
南
斜
面
と
い
う
地
形
、
土
壌
の

性
質
も
ブ
ド
ウ
の
栽
培
に
求
め
ら
れ
る
条

件
が
良
い
。
東
信
地
方
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
は

ブ
ド
ウ
栽
培
に
適
し
て
い
る
。
世
界
の
ワ

イ
ン
銘
醸
地
、仏
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
に
近
い
。

上
田
の
東
山
地
区
は
、
特
筆
し
て
お
く

価
値
が
あ
る
。
東
山
地
区
は
山
を
切
り
拓

い
た
処
女
地
で
あ
る
。
周
辺
は
今
も
マ
ツ

タ
ケ
が
生
え
て
い
る
山
で
あ
り
、
痩
せ
地

だ
。
そ
れ
に
前
作
が
な
い
の
で
、
土
壌
に

養
分
が
蓄
積
さ
れ
て
い
な
い
。
ワ
イ
ン
用

ブ
ド
ウ
栽
培
に
は
水
は
け
の
良
い
、
痩
せ

地
が
適
す
る
が
、
東
山
は
土
壌
条
件
が
最

適
で
あ
る
（
注
：
日
本
の
農
地
は
長
年
の

作
物
栽
培
で
の
肥
料
投
入
に
よ
り
チ
ッ
ソ

等
の
過
剰
養
分
に
な
っ
て
い
て
、
ワ
イ
ン

用
ブ
ド
ウ
栽
培
に
は
最
適
地
で
な
く
な
っ

て
い
る
）。

上
田
、
小
諸
へ
の
立
地
は
、“
産
地
選

び
”
の
セ
ン
ス
の
良
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

ぶ
ど
う
ワ
イ
ン
に
と
っ
て
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
高
い
風
土
の
地
を
選
ん
で
い
る
。
筆
者

は
こ
の
１
年
余
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
調
査
で
全

国
を
回
っ
て
き
た
が
、
そ
の
う
ち
３
つ
も

当
地
域
で
あ
る
。
東
御
の
ヴ
ィ
ラ
デ
ス
ト

ワ
イ
ナ
リ
ー
、
高
山
村
の
信
州
た
か
や
ま

ワ
イ
ナ
リ
ー
、
そ
し
て
マ
ン
ズ
ワ
イ
ン
小

諸
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
あ
る
。
軽
井
沢
（
追
分

宿
）、
小
諸
、
東
御
、
上
田
、
長
野
、
小

布
施
、
高
山
村
と
歩
い
た
が
、
北
国
街
道

と
い
う
か
、
千
曲
川
流
域
で
あ
る
。
こ
の

地
域
が
好
き
だ
か
ら
何
回
も
訪
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
空
気
が
き
れ
い
で
、
湿
潤

さ
が
な
く
、
明
る
い
。
筆
者
の
好
み
と
ブ

ド
ウ
栽
培
の
適
地
は
一
致
し
て
い
る
わ
け

だ
。
ち
ょ
っ
と
非
日
本
的
な
風
土
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

東
信
地
方
、千
曲
川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
は
、

ぶ
ど
う
ワ
イ
ン
に
と
っ
て
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
高
い
風
土
に
加
え
、
そ
れ
を
選
ぶ
セ
ン

ス
の
高
い
人
た
ち
（
企
業
）
が
集
積
し
て

い
る
の
で
、近
い
将
来
、日
本
を
代
表
す
る

ワ
イ
ン
産
地
に
発
展
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

注
２
：「
ソ
ラ
リ
ス
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
２
０
１
８

年
日
本
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
「
信
州

東
山
メ
ル
ロ
ー
」「
信
州
千
曲
川
メ
ル
ロ

ー
」「
信
州
シ
ャ
ル
ド
ネ
樽
仕
込
」
の
３

銘
柄
が
金
賞
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
毎
年

の
内
外
の
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
金

銀
賞
受
賞
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
（
マ

ン
ズ
ワ
イ
ン
社
Ｈ
Ｐ
受
賞
一
覧
参
照
）。

ま
た
、
大
阪
Ｇ
20
マ
ク
ロ
ン
仏
大
統
領

来
日
時
の
総
理
大
臣
主
催
夕
食
会
（
19

年
）、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
来
日
時
の
総
理

大
臣
主
催
晩
餐
会
（
17
年
、
赤
坂
迎
賓

館
）、
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
総
理
大
臣
夫
人

主
催
夕
食
会
（
08
年
）、
等
々
で
世
界
の

Ｖ
Ｉ
Ｐ
お
も
て
な
し
に
使
用
さ
れ
た
。

エ
ア
ー
ラ
イ
ン
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
は

05
年
Ｊ
Ａ
Ｌ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
線
）、
17
年

Ａ
Ｎ
Ａ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
線
）、
19
年
Ａ
Ｎ

Ａ
（
北
米
ハ
ワ
イ
線
）
で
使
用
。

3

レ
イ
ン
カ
ッ
ト
栽
培
に
よ
る
品
質
向
上

―
―
密
植
栽
培
の
効
果

良
い
ワ
イ
ン
は
良
い
ブ
ド
ウ
か
ら
で
き

る
。
品
質
の
良
い
ブ
ド
ウ
を
穫
る
に
は
テ

ロ
ワ
ー
ル
（
気
候
風
土
）
だ
け
で
は
な
く
、

自
然
に
対
す
る
働
き
か
け
、
人
（
技
術
）

の
要
素
が
重
要
だ
。「
ソ
ラ
リ
ス
」
の
高

品
質
を
支
え
る
の
は
、
東
信
地
方
の
テ
ロ

ワ
ー
ル
だ
け
で
は
な
く
、
ブ
ド
ウ
栽
培
技

術
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

マ
ン
ズ
ワ
イ
ン
は
「
レ
イ
ン
カ
ッ
ト
方

式
」
で
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
て
い
る
。
自
社

小
諸
圃
場
で
開
発
し
た
技
術
で
あ
る
。
レ

イ
ン
カ
ッ
ト
方
式
は
、
垣
根
の
上
に
張
り

巡
ら
せ
た
ワ
イ
ヤ
ー
に
シ
ー
ト
を
被
せ
、

雨
が
ブ
ド
ウ
に
当
た
る
の
を
防
ぐ
構
造
に

な
っ
て
い
る
（
写
真
参
照
）。

ブ
ド
ウ
は
雨
に
弱
い
。
雨
に
濡
れ
る
と

病
気
に
か
か
り
や
す
く
、
著
し
く
発
病
し

た
場
合
、
葉
が
褐
色
に
代
わ
り
、
や
が
て

落
葉
す
る
。
葉
が
な
け
れ
ば
光
合
成
が
で

き
ず
、
ブ
ド
ウ
は
成
熟
し
な
い
（
成
熟
し

て
い
な
い
ブ
ド
ウ
を
収
穫
す
る
こ
と
に
な

る
）。
レ
イ
ン
カ
ッ
ト
方
式
で
は
、
８
月

ま
で
は
農
薬
散
布
で
防
除
し
葉
を
守
っ
て

い
る
が
、
８
月
末
以
降
は
シ
ー
ト
を
被
せ

て
葉
っ
ぱ
を
雨
か
ら
守
る
（
秋
雨
対
策
）。

レ
イ
ン
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
葉
っ
ぱ
は
生

き
延
び
、
ブ
ド
ウ
が
成
熟
す
る
ま
で
収
穫

を
待
て
る
。
光
合
成
活
動
は
最
後
ま
で
続

き
、
ブ
ド
ウ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出

す
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

レ
イ
ン
カ
ッ
ト
方
式
が
一
番
生
き
る
品

種
は
、
晩
生
種
の
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ

マンズワインのロゴマーク。ブドウと
それを育む太陽がモチーフ。「良いワ
インは良いブドウから」。高品質のワ
イン造りを目指すメッセージが明確で
ある。
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ニ
ヨ
ン
で
あ
る
。
気
候
変
動
の
影
響
で
、

最
近
は
９
月
に
雨
が
多
い
。
そ
の
た
め
、

晩
熟
の
ブ
ド
ウ
で
効
果
が
大
き
く
出
る

（
早
生
品
種
は
こ
の
時
期
、
す
で
に
収
穫

適
期
に
達
し
て
い
る
）。
と
い
う
こ
と
は
、

カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
で
造
る
ワ

イ
ン
は
レ
イ
ン
カ
ッ
ト
栽
培
が
美
味
し
い

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

小
諸
ワ
イ
ナ
リ
ー
工
場
長
・
武
井
千
周

氏
に
確
認
す
る
と
、「
そ
う
で
す
」
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。「
ソ
ラ
リ
ス
」シ
リ
ー

ズ
は
ほ
と
ん
ど
が
レ
イ
ン
カ
ッ
ト
栽
培
の

ブ
ド
ウ
を
使
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
美
味
し

い
と
い
う
。（
注
：
山
梨
県
産
の
甲
州
・

マ
ス
カ
ッ
ト
・
ベ
ー
リ
ー
Ａ
は
棚
栽
培
で

あ
る
）。

な
お
、
マ
ン
ズ
ワ
イ
ン
は
レ
イ
ン
カ
ッ

ト
栽
培
の
技
術
を
公
開
し
て
い
る
の
で

（
１
９
８
８
年
特
許
）、
多
く
の
同
業
者
が

こ
の
方
式
を
導
入
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

先
に
紹
介
し
た
㈲
秩
父
ワ
イ
ン
「
源
作
印

ワ
イ
ン
」
も
レ
イ
ン
カ
ッ
ト
方
式
を
導
入

し
て
い
た
（
本
誌
６
月
号
参
照
）。

た
だ
、
レ
イ
ン
カ
ッ
ト
方
式
は
機
械
化

が
困
難
な
た
め
、
生
産
性
の
向
上
が
制
約

さ
れ
る
。
品
質
向
上
に
向
い
て
い
る
点
、

日
本
的
技
術
と
言
え
よ
う
。

密
植
栽
培
で
収
量
制
限

美
味
し
い
ワ
イ
ン
を
造
る
も
う
一
つ
の

秘
訣
は
、
密
植
栽
培
に
よ
る
収
量
制
限
で

あ
る
。
密
植
す
る
と
、
１
本
の
ブ
ド
ウ
の

木
が
枝
を
延
ば
せ
る
空
間
が
少
な
く
な

り
、
収
穫
量
は
減
る
。
１
本
の
木
に
沢
山

ブ
ド
ウ
が
成
る
よ
り
、
密
植
し
た
ブ
ド
ウ

の
果
実
は
成
分
が
充
実
し
て
果
実
味
の
豊

か
な
ワ
イ
ン
と
な
る
。
ブ
ド
ウ
の
凝
縮
度

が
高
ま
り
品
質
が
向
上
す
る
か
ら
だ
。

東
山
地
区
の
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ

ヨ
ン
の
圃
場
を
見
学
し
た
（
写
真
参
照
）。

１
ha
当
た
り
６
０
０
０
本
も
植
え
て
あ
る

（
通
常
は
３
０
０
０
～
４
０
０
０
本
で
あ

る
）。
密
植
す
る
と
、
ブ
ド
ウ
の
木
が
小

さ
く
な
り
、
１
本
当
た
り
収
量
が
少
な
く

な
る
。
た
だ
し
、
１
本
当
た
り
収
量
は
低

下
す
る
が
、
本
数
が
多
い
の
で
、
１
ha
当

た
り
収
量
は
通
常
栽
培
と
ほ
ぼ
同
じ
か
や

や
少
な
い
（
５
ｔ
弱
）。
収
穫
量
は
同
じ

だ
が
、
品
質
が
向
上
す
る
。

密
植
に
す
る
と
、苗
木
コ
ス
ト
が
上
昇
、

作
業
的
に
も
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
。
つ
ま

り
、
品
質
は
向
上
す
る
が
、
コ
ス
ト
は
高

く
な
る
。
し
か
し
、
高
級
ワ
イ
ン
を
造
れ

ば
、
い
い
わ
け
だ
。
こ
こ
で
穫
れ
た
カ
ベ

ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
で
造
っ
た
ワ
イ

ン
は
“
９
０
０
０
円
”
で
売
れ
る
。「
マ

ニ
フ
ィ
カ
」
ブ
ラ
ン
ド
は
１
万
５
０
０
０

円
で
あ
る
。
昨
年
の
大
阪
Ｇ
20
マ
ク
ロ
ン

仏
大
統
領
来
日
時
の
総
理
大
臣
主
催
夕
食

会
で
は
「
マ
ニ
フ
ィ
カ
」
が
使
わ
れ
、
喜

ば
れ
た
よ
う
だ
。

武
井
工
場
長
が
強
調
し
た
こ
と
が
も
う

一
つ
あ
る
。「
樹
齢
」だ
。
上
田
も
小
諸
も
、

植
栽
し
て
30
年
経
つ
。
シ
ャ
ル
ド
ネ
も
、

カ
ベ
ル
ネ
も
、
一
番
美
味
し
い
時
だ
と
い

う
。「
人
間
も
30
～
60
歳
が
一
番
良
い
仕

事
が
で
き
る
。
ブ
ド
ウ
も
同
じ
で
、
30
年

過
ぎ
た
ら
美
味
し
く
な
る
」「
60
年
以
上

に
な
る
と
、
味
は
い
い
が
、
生
産
性
が
低

下
す
る
」。
ソ
ラ
リ
ス
・
シ
リ
ー
ズ
の
ワ

イ
ン
は
、
樹
齢
30
年
を
超
え
た
こ
れ
か
ら

が
美
味
し
く
な
る
。

こ
の
１
年
余
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
調
査
で
、

「
樹
齢
」
を
こ
れ
だ
け
強
調
し
た
人
は
い

な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
２
０

「
ソ
ラ
リ
ス
」
ブ
ラ
ン
ド
の
誕
生
の
切
っ

掛
け
は
、
１
９
８
８
年
の
大
雪
に
よ
る
棚

栽
培
の
崩
壊
で
あ
る
。先
述
し
た
よ
う
に
、

こ
れ
を
契
機
に
「
善
光
寺
」
ブ
ド
ウ
を
欧

州
系
品
種
に
転
換
し
、
同
時
に
、
レ
イ
ン

０
０
年
代
に
開
設
し
、
ま
だ
樹
齢
が
安
定

し
て
い
な
い
か
ら
、
樹
齢
を
話
題
に
し
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
武
井
工
場
長
が
樹

齢
を
強
調
す
る
の
は
、
ソ
ラ
リ
ス
の
ブ
ド

ウ
は
樹
齢
が
30
年
に
な
っ
た
こ
と
の
自
慢
、

品
質
へ
の
自
信
が
そ
の
背
景
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
美
味
し
い
ワ
イ
ン
造

り
に
向
け
た
栽
培
技
術
の
体
系
は
そ
ろ
っ

た
。
し
か
し
、
日
本
の
ブ
ド
ウ
は
ワ
イ
ン

先
進
地
に
比
べ
る
と
50
点
未
満
と
い
う
説

が
あ
る
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
コ
ン
セ
ン

サ
ス
）。
武
井
氏
に
よ
る
と
「
メ
ル
ロ
ー

は
そ
こ
そ
こ
ま
で
い
っ
て
い
る
。
カ
ベ
ル

ネ
は
土
地
を
選
ぶ
。
ピ
ノ
ワ
ー
ル
は
ブ
ル

ゴ
ー
ニ
ュ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
レ

ゴ
ン
に
敵
わ
な
い
」。
日
本
の
赤
ワ
イ
ン

は
ま
だ
発
展
途
上
か
。

マ
ン
ズ
ワ
イ
ン
は
最
適
技
術
を
そ
ろ
え

た
の
で
、そ
の
例
外
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

品
質
追
求
に
は
も
う
い
い
と
い
う
限
界
は

な
い
。
日
本
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
限
界
を
考

え
る
と
、
ソ
ラ
リ
ス
も
栽
培
技
術
各
要
素

の
さ
ら
な
る
向
上
が
期
待
さ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。

カ
ッ
ト
方
式
、
垣
根
栽
培
、
密
植
栽
培
に

切
り
替
え
た
。
品
種
、
垣
根
、
レ
イ
ン

カ
ッ
ト
、
密
植
と
い
う
、
美
味
し
い
ワ
イ

ン
に
向
け
た
転
換
が
“
一
気
に
”
変
わ
っ

た
の
で
あ
る
。
大
き
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

4

小
諸
ワ
イ
ナ
リ
ー
技
術
者
の
思
想

―
―
日
本
の
風
土
に
根
ざ
す
技
術
開
発

レインカット栽培のカベルネソーヴィニヨン（東山地区圃場）
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が
起
き
た
の
だ
。
こ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
一
気
に
進
ん
だ
の
は
、
農
家
の
協
力
が

あ
っ
て
初
め
て
で
き
た
の
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
進
ん
だ
が
、
よ
く

見
る
と
、「
日
本
型
技
術
」
で
あ
る
。
レ

イ
ン
カ
ッ
ト
方
式
は
、
雨
の
多
い
日
本
だ

か
ら
こ
そ
の
工
夫
で
あ
ろ
う
。
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
で
は
考
え
る
必
要
の
な
い
技
術

だ
。
東
信
地
区
は
降
雨
が
少
な
い
と
強
調

し
た
が
、
そ
れ
は
日
本
の
中
で
の
他
産
地

と
の
比
較
で
あ
っ
て
、
欧
米
の
銘
醸
地
に

比
べ
る
と
雨
が
多
い
。

技
術
に
よ
っ
て
自
然
条
件
の
不
利
を
克

服
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
コ
ス
ト
は
高
く

な
っ
て
い
る
。

高
温
多
湿
の
日
本
で
、
こ
う
し
た
コ
ス

ト
ア
ッ
プ
要
因
を
い
か
に
し
て
吸
収
し
て

い
く
か
、
経
営
上
の
課
題
は
大
き
い
。

密
植
は
、
本
場
フ
ラ
ン
ス
の
銘
醸
地
で

も
採
用
さ
れ
て
い
る
技
術
だ
。
シ
ャ
ン

パ
ー
ニ
ュ
地
方
で
は
植
栽
密
度
は
Ａ
Ｏ
Ｃ

（
フ
ラ
ン
ス
の
ワ
イ
ン
産
地
呼
称
制
度
）

規
制
で
１
ha
当
た
り
８
０
０
０
～
９
０
０

０
本
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。
ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ
で
は
下
限
１
万
本
の
Ａ
Ｏ
Ｃ
規
制
も

あ
る
。
ブ
ド
ウ
の
凝
縮
度
が
高
ま
り
品
質

が
向
上
す
る
技
術
だ
か
ら
だ
（
注
：
密
植

が
品
質
向
上
に
影
響
す
る
効
果
に
つ
い
て

は
論
争
が
あ
る
よ
う
だ
）。

マ
ン
ズ
ワ
イ
ン
の
植
栽
密
度
は
６
０
０

０
本
で
あ
り
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
ほ
ど
で
は

な
い
。
レ
イ
ン
カ
ッ
ト
方
式
で
は
ア
ー
チ

が
あ
る
の
で
、
こ
れ
以
上
の
密
植
は
で
き

な
い
よ
う
だ
。

日
本
は
土
地
が
狭
く
、
大
規
模
経
営
に

よ
る
規
模
の
利
益
の
享
受
が
制
約
さ
れ
て

い
る
た
め
、
品
質
志
向
か
ら
の
密
植
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
は
、
密
植
も
日
本
的
技

術
と
言
え
よ
う
。

先
に
、
小
諸
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
諸
々
の
技

術
は
日
本
の
風
土
に
根
差
し
た
技
術
開
発

と
感
想
を
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
親
会
社

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
の
社
風
が
影
響
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
の
主

力
製
品
は「
醤
油
」で
あ
る
。“
日
本
独
特
”

の
調
味
料
で
あ
る
。
サ
ン
ト
リ
ー
や
キ
リ

ン
（
シ
ャ
ト
ー
メ
ル
シ
ャ
ン
）
に
比
べ
る

と
“
農
業
系
”
で
あ
り
、
日
本
の
風
土
の

影
響
を
受
け
や
す
い
。

マ
ン
ズ
ワ
イ
ン
の
技
術
も
、
先
述
の
よ

う
に
、
レ
イ
ン
カ
ッ
ト
方
式
は
日
本
の
風

土
を
前
提
に
し
た
技
術
で
あ
り
、
密
植
栽

培
も
日
本
の
条
件
か
ら
採
用
し
て
い
る
。

そ
う
見
る
と
、
日
本
独
特
の
商
品
を
作
っ

て
い
る
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
の
技
術
開
発
の
思

想
と
同
根
で
あ
る
。
や
は
り
、
作
っ
て
い

る
も
の
が
違
う
と
は
い
え
、
キ
ッ
コ
ー
マ

ン
の
企
業
風
土
（
社
風
）
を
受
け
継
い
で

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ワ
イ
ン
は
テ
ロ

ワ
ー
ル
の
影
響
が
強
い
商
品
で
あ
る
た

め
、
ど
の
ワ
イ
ン
メ
ー
カ
ー
に
も
日
本
的

技
術
の
色
彩
が
あ
る
が
、
マ
ン
ズ
ワ
イ
ン

は
そ
れ
が
特
に
強
い
印
象
が
あ
る
。


